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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　主装置と複数の端末とが複数の対線からなる複合ケーブルで接続され、前記複合ケーブ

ルが主装置と端末のそれぞれでトランスを介して他の対線と絶縁されている音声信号用対

線を含む有線ページングシステムの複合ケーブルの異常検出装置において、

　前記他の対線と絶縁されている前記音声信号用対線のいずれかの線または両線と、前記

他の対線のいずれかの線との間に検査信号を印可する印可回路を設けるとともに、

　印可された前記検査信号を検出して検査結果信号を出力する検査結果信号出力回路を備

えたことを特徴とする有線ページングシステムの複合ケーブルの異常検出装置。

【請求項２】

　前記音声信号用対線が主装置の放送用の増幅器と端末のスピーカとを増幅器用絶縁トラ

ンスとスピーカ用マッチングトランスを介して接続され、

　前記端末には、前記音声信号用対線で送信される検査信号を検出する検査信号検出回路

と、検査信号検出回路の検出に応答する応答信号を発生する応答信号発生回路を備え、

　前記主装置には、応答信号発生回路からの応答信号が端末から音声信号用対線と他の対

線のいずれかの線との間に送出されて入力される応答信号を検出して検査結果信号を出力

する応答信号検出回路を備えていることを特徴とする請求項１に記載の有線ページングシ

ステムの複合ケーブルの異常検出装置。

【請求項３】

　前記他の対線と絶縁されている音声信号用対線のいずれかの線または両線と、前記他の
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対 線 の い ず れ か の 線 と の 間 の 検 査 信 号 の 電 流 を 検 出 す る 電 流 変 成 器 と 、 検 出 さ れ た 電 流 か

ら 短 絡 電 流 を 検 出 し て 検 査 結 果 信 号 を 出 力 す る 短 絡 電 流 検 出 回 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 検 査 信 号 を 前 記 他 の 対 線 と 絶 縁 さ れ て い る 音 声 信 号 用 対 線 の い ず れ か の 線 ま た は 両

線 と 、 前 記 他 の 対 線 の い ず れ か の 線 と の 間 に 印 可 す る 印 可 回 路 が 端 末 に 設 け ら れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置

。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 検 査 信 号 の 周 波 数 帯 域 が 可 聴 周 波 数 以 外 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い

ず れ か に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 検 査 信 号 の 周 波 数 が 直 流 を 含 め 商 用 周 波 数 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～

５ の い ず れ か に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 主 装 置 の 放 送 用 の 増 幅 器 が 絶 縁 ト ラ ン ス を 介 し て 複 合 ケ ー ブ ル に 接 続 さ れ る

と と も に 、 こ の 複 合 ケ ー ブ ル に 複 数 の 端 末 の ス ピ ー カ が マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス を 介 し て 接 続

さ れ て い る 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 短 絡 や 断 線 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 に 関

す る

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 工 場 内 な ど の 構 内 有 線 放 送 シ ス テ ム に 適 用 さ れ て い る 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム は 、 警 報

や メ ッ セ ー ジ の ス ピ ー カ か ら の 放 送 あ る い は 各 所 に 設 置 さ れ た 端 末 間 の 緊 急 通 信 手 段 と し

て 、 対 象 者 に 確 実 に 情 報 を 伝 達 す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の た め に は 複 合 ケ ー ブ ル の 短 絡

や 断 線 の 事 故 を 的 確 に 検 出 し て 、 事 故 ケ ー ブ ル を 除 去 す る こ と が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 事 故 検 出 方 式 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 「 有 線 ペ ー

ジ ン グ シ ス テ ム に お け る ス ピ ー カ ブ ラ ン チ 配 線 の 断 線 検 出 方 式 」 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の

特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 断 線 検 出 方 式 は 、 主 装 置 か ら ス ピ ー カ ブ ラ ン チ 配 線 を 介 し て

複 数 の 端 末 へ 検 査 信 号 を 送 出 し 、 端 末 で ス ピ ー カ ブ ラ ン チ 配 線 へ 接 続 さ れ た 検 査 信 号 検 出

回 路 に て 検 出 後 、 各 々 予 め 決 め ら れ た 発 生 タ イ ミ ン グ で 応 答 信 号 と し て ワ ン シ ョ ッ ト パ ル

ス を 発 生 さ せ 、 別 の 線 で 主 装 置 へ 返 信 す る こ と で 断 線 を 検 出 し 、 ス ピ ー カ ブ ラ ン チ 配 線 へ

重 畳 す る 検 査 信 号 は 音 声 と し て 聞 き 取 り に く い 低 周 波 周 波 数 で あ り 、 応 答 信 号 の ワ ン シ ョ

ッ ト パ ル ス の 発 生 タ イ ミ ン グ で 端 末 を 区 別 す る も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ０ ４ ０ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 応 答 信 号 は 、 事 故 検 出 用 に 専 用 線 が 必 要 と な る 。 し か し な が

ら 、 既 設 の ケ ー ブ ル の 事 故 検 出 を 行 う 場 合 に は 、 事 故 検 出 用 の 専 用 線 や 事 故 検 出 用 に 既 設

ケ ー ブ ル の 空 き 回 線 が あ る と は 限 ら な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル に お い て 、 検 出 用 の 専 用 線

を 設 け る こ と な く 短 絡 や 断 線 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 の 検 出 が 可 能 な 複 合 ケ ー ブ ル の 異

常 検 出 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム に お い て 、 主 装 置 か ら 放 送 用 の 増 幅 器 が 絶 縁 ト ラ ン

ス を 介 し て 複 合 ケ ー ブ ル に 接 続 さ れ 、 複 数 の 端 末 に お い て も マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス を 介 し て

ス ピ ー カ が 接 続 さ れ て い る こ と に 着 目 し 、 放 送 用 の 対 線 は 主 装 置 に て 絶 縁 ト ラ ン ス で 端 末

に お い て は マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス で 主 装 置 側 の 回 路 と 端 末 側 の 回 路 と 絶 縁 さ れ て い る こ と か

ら 、 複 合 ケ ー ブ ル の 他 の 線 と 放 送 用 の 対 線 と は 絶 縁 さ れ て い る こ と に な り 、 そ の 間 に 信 号

を 印 可 し て も 他 回 路 へ の 影 響 は な い 、 と い う 知 見 に 基 づ い て 発 明 さ れ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 主 装 置 と 複 数 の 端 末 と が 複 数 の 対 線 か ら な る 複 合 ケ ー ブ ル で 接 続 さ

れ 、 前 記 複 合 ケ ー ブ ル が 主 装 置 と 端 末 の そ れ ぞ れ で ト ラ ン ス を 介 し て 他 の 対 線 と 絶 縁 さ れ

て い る 音 声 信 号 用 対 線 を 含 む 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 に お

い て 、 前 記 他 の 対 線 と 絶 縁 さ れ て い る 前 記 音 声 信 号 用 対 線 の い ず れ か の 線 ま た は 両 線 と 、

前 記 他 の 対 線 の い ず れ か の 線 と の 間 に 検 査 信 号 を 印 可 す る 印 可 回 路 を 設 け る と と も に 、 　

印 可 さ れ た 前 記 検 査 信 号 を 検 出 し て 検 査 結 果 信 号 を 出 力 す る 検 査 結 果 信 号 出 力 回 路 を 備 え

た こ と を 特 徴 と す る 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 音 声 信 号 用 対 線 が 主 装 置 の 放 送 用 の 増 幅 器 と 端 末 の ス ピ ー カ と

を 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス と ス ピ ー カ 用 マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 端 末 に

は 、 前 記 音 声 信 号 用 対 線 で 送 信 さ れ る 検 査 信 号 を 検 出 す る 検 査 信 号 検 出 回 路 と 、 査 信 号 検

出 回 路 の 検 出 に 応 答 す る 応 答 信 号 を 発 生 す る 応 答 信 号 発 生 回 路 を 備 え 、 前 記 主 装 置 に は 、

応 答 信 号 発 生 回 路 か ら の 応 答 信 号 が 端 末 か ら 音 声 信 号 用 対 線 と 他 の 対 線 の い ず れ か の 線 と

の 間 に 送 出 さ れ て 入 力 さ れ る 応 答 信 号 を 検 出 し て 検 査 結 果 信 号 を 出 力 す る 応 答 信 号 検 出 回

路 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ

ル の 異 常 検 出 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 他 の 対 線 と 絶 縁 さ れ て い る 音 声 信 号 用 対 線 の い ず れ か の 線 ま た

は 両 線 と 、 前 記 他 の 対 線 の い ず れ か の 線 と の 間 の 検 査 信 号 の 電 流 を 検 出 す る 電 流 変 成 器 と

、 検 出 さ れ た 電 流 か ら 短 絡 電 流 を 検 出 し て 検 査 結 果 信 号 を 出 力 す る 短 絡 電 流 検 出 回 路 を 備

え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検

出 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 検 査 信 号 を 前 記 他 の 対 線 と 絶 縁 さ れ て い る 音 声 信 号 用 対 線 の い

ず れ か の 線 ま た は 両 線 と 、 前 記 他 の 対 線 の い ず れ か の 線 と の 間 に 印 可 す る 印 可 回 路 が 端 末

に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー

ブ ル の 異 常 検 出 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 検 査 信 号 の 周 波 数 帯 域 が 可 聴 周 波 数 以 外 で あ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 検 出 装

置 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 前 記 検 査 信 号 の 周 波 数 が 直 流 を 含 め 商 用 周 波 数 以 下 で あ る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常

検 出 装 置 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ り 事 故 検 出 用 に 空 き 回 線 の な い 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム の 複 合 ケ ー ブ ル に つ

い て 、 検 出 用 の 専 用 線 を 設 け る こ と な く 、 既 設 の ケ ー ブ ル を 利 用 し て 複 合 ケ ー ブ ル の 短 絡

や 断 線 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 が 適 用 さ れ る 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 主 装 置 １ 、 端 末 ３

、 主 装 置 １ と 端 末 ３ と を 接 続 す る 複 合 ケ ー ブ ル ２ か ら な り 、 主 装 置 １ の 放 送 用 の 増 幅 器 １

２ が 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ ４ を 介 し て 複 合 ケ ー ブ ル ２ に 接 続 さ れ る と と も に 、 こ の 複 合

ケ ー ブ ル ２ に 端 末 ３ の ス ピ ー カ ３ ４ が マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス ３ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 主 装 置 １ に 入 力 さ れ る 音 声 信 号 １ ５ は 、 増 幅 器 １ ２ で 増 幅 さ れ 、 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス

１ ４ を 介 し て 複 合 ケ ー ブ ル ２ の 音 声 信 号 配 線 対 線 ２ １ に よ り 端 末 ３ に 送 信 さ れ 、 ス ピ ー カ

用 マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス ３ ３ を 介 し て ス ピ ー カ ３ ４ か ら 放 送 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 主 装 置 １ の 増 幅 器 １ ２ や 別 回 路 １ ３ の 電 力 は 電 源 １ １ か ら 供 給 さ れ る 。 端 末 ３ の 電 力 は

主 装 置 １ の 電 源 １ １ か ら 電 源 用 対 線 ２ ３ に て 端 末 電 源 ３ １ に 供 給 さ れ 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ 変 換 さ

れ て 端 末 の 別 回 路 ３ ２ へ 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 主 装 置 １ や 端 末 ３ に は 放 送 機 能 と 別 の 制 御 機 能 や 会 話 機 能 が あ り 、 別 回 路 １ ３ や 端 末 別

回 路 ３ ２ が 別 回 路 用 対 線 ２ ２ で 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 別 回 路 １ ３ や 端 末 別 回 路 ３ ２ 、 別

回 路 用 対 線 ２ ２ は 複 数 存 在 す る 回 路 を 総 称 し て い る 。 ま た 、 端 末 ３ も 複 数 存 在 し 、 そ れ に

伴 い 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ や 別 回 路 用 対 線 ２ ２ や 電 源 用 対 線 ２ ３ は 分 岐 さ れ 各 端 末 ３ に 接 続

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 更 に 電 源 １ １ は 主 装 置 １ 以 外 の 複 数 の 他 主 装 置 へ も 電 源 を 供 給 し て い る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 実 施 例 は 、 図 １ に 示 す 有 線 ペ ー ジ ン グ シ ス テ ム に お い て 、 検 査 信 号 を 音 声 信 号 用 対 線

２ １ に 送 出 し 、 端 末 ３ で 検 査 信 号 を 検 出 し 、 そ の 応 答 信 号 を 主 装 置 １ で 検 出 し て 音 声 信 号

用 対 線 の 短 絡 や 断 線 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 を 検 出 す る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ に お い て 、 検 査 信 号 １ ９ が 主 装 置 １ の 音 声 信 号 １ ５ と 検 査 信 号 １ ９ の 切 替 回 路 １ ６

に 入 力 さ れ 、 増 幅 器 １ ２ で 増 幅 さ れ 、 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ ４ を 介 し て 音 声 信 号 用 対 線

２ １ に よ り 端 末 ３ に 送 信 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 端 末 ３ で は 検 査 信 号 １ ９ が ス ピ ー カ 用 マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス ３ ３ を 介 し て 検 査 信 号 検 出 回

路 ３ ５ に 送 信 さ れ る 。 検 査 信 号 検 出 回 路 ３ ５ で の 検 出 結 果 は 、 検 査 信 号 検 出 回 路 ３ ５ に 接

続 さ れ た 応 答 信 号 発 生 回 路 ３ ６ に 送 ら れ 、 応 答 信 号 発 生 回 路 ３ ６ で は 検 出 結 果 に 基 づ い て

応 答 信 号 が 発 生 し 、 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス ３ ７ を 介 し て 主 装 置 １ へ 返 信 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス ３ ７ の ２ 次 側 の 一 方 は 、 主 装 置 １ 側 の 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ ４ と

端 末 ３ 側 の ス ピ ー カ 用 マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス ３ ３ と に よ り 主 装 置 １ と 端 末 ３ の 各 回 路 お よ び

複 合 ケ ー ブ ル ２ の 他 の 各 線 と 絶 縁 さ れ た 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ に 接 続 さ れ 、 他 方 は 電 源 用 対

線 ２ ３ の 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ の 間 に 送 信 さ れ 、 主 装 置 １ へ 返 信 さ れ た

応 答 信 号 は 、 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ に 接 続 さ れ た 信 号 用 絶 縁 ト ラ

ン ス １ ７ を 介 し て 検 査 結 果 信 号 出 力 回 路 １ ８ へ 送 ら れ る 。 検 査 結 果 信 号 出 力 回 路 （ 応 答 信
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号 検 出 回 路 １ ８ ） で は 、 応 答 信 号 の 検 出 の 有 無 に よ り 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ の 短 絡 断 線 の 検

査 結 果 信 号 １ １ ０ を 発 生 さ せ る 。 応 答 信 号 が 検 出 さ れ た 場 合 に は 事 故 は な く 、 未 検 出 の 場

合 に は 短 絡 や 断 線 が 発 生 し て い る と 判 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た ， 応 答 信 号 に 端 末 固 有 の 例 え ば 周 波 数 や 発 生 タ イ ミ ン グ を 割 り 振 る こ と で 、 応 答 信

号 検 出 回 路 １ ８ が こ こ で は 記 載 し て い な い が 、 周 波 数 分 別 器 や タ イ ミ ン グ 計 測 機 能 を 有 し

端 末 固 有 の 信 号 の 未 検 出 で 異 常 の 発 生 し た 複 合 ケ ー ブ ル ２ を 特 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ は 他 の 線 と 絶 縁 さ れ て お り 、 双 方 の 線 の 間 を 応 答 信 号 の 伝 送 路 と す

る こ と で 空 き 回 線 が な く て も 複 合 ケ ー ブ ル の 断 線 や 短 絡 を 検 出 す る 機 能 を 構 築 す る こ と が

で き る 。 こ れ に よ り ペ ー ジ ン グ に 使 用 さ れ る 音 声 信 号 用 対 線 の 異 常 の 検 出 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 実 施 例 に お い て 使 用 す る 検 査 信 号 の 帯 域 は 、 複 合 ケ ー ブ ル の 長 距 離 の 敷 設 に 伴 う 線 間

の 静 電 容 量 の 影 響 を 低 減 す る た め に 低 周 波 域 が 好 ま し い 。 ま た ペ ー ジ ン グ で 使 用 す る 音 声

帯 域 へ の 影 響 や 商 用 周 波 数 が 雑 音 と な る こ と を 考 慮 し て 、 検 査 信 号 は 商 用 周 波 数 以 下 の １

０ Ｈ ｚ と す る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 例 は 、 検 査 信 号 を 印 可 す る 線 間 の 短 絡 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 を 検 出 す る 実 施

例 で 、 線 間 の 抵 抗 の 低 下 に よ り 発 生 す る 信 号 の 電 流 を 検 出 す る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ３ に お い て 、 主 装 置 １ へ 検 査 信 号 １ ９ が 入 力 さ れ 、 検 査 信 号 用 増 幅 器 １ １ １ で 増 幅 さ

れ て 検 査 信 号 増 幅 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ １ ２ へ 送 ら れ 、 検 査 信 号 増 幅 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ １ ２ の

２ 次 側 で 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ と の 間 に 印 加 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ は 他 の 線 と 絶 縁 さ れ て お り 、 通 常 は 信 号 の 戻 り の 回 路 が 形 成 さ れ て

い な い た め に 検 査 信 号 の 電 流 は 流 れ る こ と は な い 。 そ こ で 、 検 査 信 号 の 電 流 を 検 査 信 号 増

幅 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ １ ２ の ２ 次 側 で 電 流 変 成 器 １ １ ３ に よ り 計 測 し 、 検 査 結 果 信 号 出 力 回

路 （ 短 絡 電 流 検 出 回 路 １ １ ４ ） で 検 査 信 号 の 電 流 の 検 出 の 有 無 で 検 査 結 果 信 号 １ １ ０ を 出

力 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 例 で 検 出 す る 事 故 は 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ 間 の 短 絡 で あ

る 。 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３ １ は 電 源 １ １ に 接 続 さ れ て お り 、 電 源 １ １ を 介 し て 主 装 置 １ の

全 て の 回 路 や 端 末 電 源 ３ １ お よ び 端 末 の 全 て の 回 路 と も 接 続 さ れ て い る た め 、 電 源 用 対 線

２ ３ と 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ 、 別 回 路 用 対 線 ２ ２ と の 短 絡 が 検 出 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 検 査 信 号 増 幅 器 １ １ １ を 電 源 １ １ か ら 絶 縁 さ れ た 直 流 電 源 印 可 回 路 と し 、 電 流 変 成 器 １

１ ３ を 直 流 検 出 可 能 な ホ ー ル 素 子 と す る こ と で 検 査 信 号 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ １ ２ を 不

要 と す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 例 は 、 端 末 が 検 査 信 号 を 印 加 す る 印 可 回 路 を 具 備 す る と と も に 、 主 装 置 が 検 査 信

号 の 受 信 回 路 を 具 備 し 、 端 末 固 有 の 検 査 信 号 の 有 無 を 確 認 す る こ と で 複 合 ケ ー ブ ル の 短 絡

断 線 を 検 出 す る 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ４ に お い て 、 端 末 ３ に 検 査 信 号 発 生 装 置 ３ ８ が 配 置 さ れ 、 検 査 信 号 発 生 装 置 ３ ８ に 接

続 さ れ た 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス ３ ７ の ２ 次 側 が 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２ ３

１ と に 接 続 さ れ 、 そ の 間 に 検 査 信 号 が 印 加 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 検 査 信 号 は 、 主 装 置 １ で 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス １ ７ を 介 し て 検 査 結 果 信 号 出 力 回 路 （ 検 査
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信 号 検 出 回 路 １ １ ５ ） で 信 号 の 有 無 を 検 出 し 、 検 査 結 果 信 号 １ １ ０ を 送 出 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ で は 検 査 信 号 を 主 装 置 １ か ら 送 信 す る た め に は 増 幅 器 １ ２ を 介 し 、 あ る 程 度 の 電 力

の 消 費 を 伴 う 。 し か し 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ と 電 源 用 グ ラ ン ド 線 ２

３ １ と は 絶 縁 さ れ て い る の で 、 信 号 の 印 加 に は 電 力 の 消 費 は 伴 わ な い 。 そ の た め 常 時 や 定

期 で の 信 号 印 加 は 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 検 査 信 号 に 端 末 固 有 の 例 え ば 周 波 数 や 発 生 タ イ ミ ン グ を 割 り 振 る こ と で 、 検 査 信

号 検 出 回 路 １ １ ５ が こ こ で は 記 載 し て い な い が 、 周 波 数 分 別 器 や タ イ ミ ン グ 計 測 機 能 を 有

し 端 末 固 有 の 信 号 の 未 検 出 で 異 常 の 発 生 し た 複 合 ケ ー ブ ル ２ を 特 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 音 声 信 号 用 対 線 ２ １ は 他 の 線 と 絶 縁 さ れ て お り 、 双 方 の 線 の 間 を 検 査 信 号 の 伝 送 路 と す

る こ と で 空 き 回 線 が な く て も 短 絡 断 線 検 出 の 機 能 を 構 築 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り ペ

ー ジ ン グ に 使 用 さ れ る 音 声 信 号 用 対 線 の 断 線 や 短 絡 に よ る 複 合 ケ ー ブ ル の 異 常 が 検 出 可 能

と な る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 実 施 例 １ 、 ２ 、 ３ か ら 異 常 ケ ー ブ ル の 特 定 と 除 去 お よ び 異 常 ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ た 主 装

置 １ の 特 定 に よ る 切 離 し に よ り 電 源 １ １ が 電 力 供 給 し て い る 複 数 の 他 主 装 置 を 健 全 に 運 用

す る こ と が 可 能 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 　 １ ： 主 装 置

　 　 ２ ： 複 合 ケ ー ブ ル

　 　 ３ ： 端 末

　 １ １ ： 電 源

　 １ ２ ： 増 幅 器

　 １ ３ ： 別 回 路

　 １ ４ ： 増 幅 器 用 絶 縁 ト ラ ン ス

　 １ ５ ： 音 声 信 号

　 １ ６ ： 切 替 回 路

　 １ ７ ： 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス

　 １ ８ ： 応 答 信 号 検 出 回 路

　 １ ９ ： 検 査 信 号

　 ２ １ ： 音 声 信 号 配 線 対 線

　 ２ ２ ： 別 回 路 用 対 線

　 ２ ３ ： 電 源 用 対 線

　 ３ １ ： 端 末 電 源

　 ３ ２ ： 端 末 別 回 路

　 ３ ３ ： ス ピ ー カ 用 マ ッ チ ン グ ト ラ ン ス

　 ３ ４ ： ス ピ ー カ

　 ３ ５ ： 検 査 信 号 検 出 回 路

　 ３ ６ ： 応 答 信 号 発 生 回 路

　 ３ ７ ： 信 号 用 絶 縁 ト ラ ン ス

　 ３ ８ ： 検 査 信 号 発 生 回 路

１ １ ０ ： 検 査 結 果 信 号

１ １ １ ： 検 査 信 号 用 増 幅 器

１ １ ２ ： 検 査 信 号 増 幅 用 絶 縁 ト ラ ン ス

１ １ ３ ： 電 流 変 成 器

１ １ ４ ： 短 絡 電 流 検 出 回 路

１ １ ５ ： 検 査 信 号 検 出 回 路
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２ ３ １ ： 電 源 用 グ ラ ン ド 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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